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3 歳未満児保育における保育の原理に関する一考察
 
A Study of Principle of Nursery Education 
for under 3 Year Olds
榎　田　二三子
ENOKITA Fumiko
1　研究課題と目的
1-1	 3 歳未満児の保育の場の現状と課題
1-1-1	 子ども・子育て支援新制度における3歳未満児保育
　平成 27（2015）年 4 月から子ども・子育て支援新制度が始まり、施設への公的補助の体制が
大きく変わった。施設型給付として、認定こども園、幼稚園、保育所を通じた共通の給付が実施
され、市町村などの自治体が関わる地域型保育給付として家庭的保育、小規模保育、事業所内保
育、居宅訪問型保育が設定された。地域型保育給付の保育施設は、3 歳未満の子どもを対象とし
たものである。子ども・子育て支援新制度の開始により、3 歳未満児の保育の場は保育所、認定
こども園だけでなく、家庭的保育、小規模保育、居宅訪問型保育、事業所内保育が加わり、保育
料の差も縮まり選択肢が拡大された。
1-1-2	 保育の質の問題
１）1.2 歳児の保育所等入所率の増加
　子ども・子育て支援新制度実施後の保育所等の施設数についてみると、新制度後に統計の取り
方が変わり、保育所に幼保連携型認定こども園、幼稚園型認定こども園、特定地域型保育事業が
加わっている。その中でも地域型保育事業は、新制度の始まった平成 27 年には 2737 施設で全体
の 9.5％であったが、平成 29（2017）年には 4893 施設で 14.9％となり急速に増加している。こ
のように保育所以外の保育施設等の増加もあり、1.2 歳の保育所等入所率は、子ども・子育て支
援新制度が始まった平成 27(2015) 年に 38.1％であったものが、2018 年には 47.0％にまで上昇し、1.2
歳児の 2 人に 1 人が何らかの保育施設で日中過ごすようになっている１）。
２）地域型保育施設における保育士配置基準
　このような現状において懸念されているのが、3 歳未満児保育の質の問題である。子ども・子
育て支援新制度後に増加した地域型保育施設のうち小規模保育 ( Ａ , Ｂ , Ｃ型）の設置基準の保
育士の配置基準については次のようになっている。A 型は保育所と同等の保育士配置が求められ
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ているが、B 型は保育士資格を有する者は１/2 以上でよく、C 型では家庭的保育者であれば保
育士資格を有することは求められていない。保育の質は、子どもと直接関わる保育者によるとこ
ろが大きい。3 歳未満という時期は子どもの生涯にわたる育ちの基礎を培う重要な時である。こ
のような時期にある子どもたちが日中の大半を過ごす保育所等の質は重要な問題であり、保育士
資格の有無は基本として重要なポイントである。
３）保育所保育指針の改訂
　このような背景もあり、平成 29（2017）年 3 月に保育所保育指針が改定された。保育所保育
指針は、「全ての保育所が拠るべき保育の基本的事項を定め」２）たものであるが、「保育所にと
どまらず、小規模保育や家庭的保育等の地域型保育事業及び認可外保育施設においても、保育所
保育指針の内容に準じて保育を行うこと」２）と「家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基
準及び認可外保育施設に対する指導監督の実施について」に定められている。
　そして今回の改定の方向性の第 1 項目に、「乳児・1 歳以上 3 歳未満児の保育に関する記載の充実」
があげられ、保育所保育指針第2章に乳児保育と1歳以上3歳未満児の保育として、丁寧に記述された。
４）保育所等における保育の質の確保・向上に関する検討会
　保育所保育指針の改定後、平成 30（2018）年 5 月より学識経験者等による「保育所等におけ
る保育の質の確保・向上に関する検討会」3）が開催され、これまでに 6 回の検討会が実施されて
いる。検討会では、広く多面的に保育の質の確保・向上のための方策等が検討されてきた。
　その中で、保育の質をとらえる 3 つの観点として、「内容」「環境」「人材」があげられている。ま
た保育所保育指針において示される保育の質とその確保・向上の全体像において、保育士をはじめ
とする保育所職員に求められる資質・専門性から保育の質の向上への流れのイメージが提示されて
いる。このような記述からも、保育における人材＝保育者等の職員の質の問題が要であるといえよう。
1-2	 3 歳未満児保育における保育の原理に関する先行研究
　平成 29（2017）年 3 月に保育所保育指針が改定されてから、3 歳未満児の保育に関する研究は
どのようなものがあるのだろうか。CiNii Articles 上で「3 歳未満児、保育」というキーワード
で検索すると 14 件上がってきた。子どもの発達、保育の現状や課題、保育の質についてなどの
研究報告がある。これまで 3 歳未満の保育の研究では、具体的な保育事例から保育者と子どもの
関わりについて検討するなど、実践的な研究が行われる傾向があった。しかし、具体的な保育場
面における保育者の関わりをどのようにしたらよいかという技術的な方法論ではなく、それを支
えている思想や原理について、明らかにしていくことが必要ではないだろうか。
　西隆太朗は、人間学的保育学の思想における乳児保育研究の視点として、津守房江についての
研究から「子どもへの敬意」「かかわりの実践知」「言葉を超えるものへの着目」「人間的視野」
という視点について意義あるものとして示し、人間学的な思想から実践をとらえ直していくこと
が必要であると述べている 4）。
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1-3	 研究目的と方法
1-3-1	 研究目的
　井桁容子は、近年 3 歳未満児保育の分野で注目されている実践家であり研究者である。長年東
京家政大学ナーサリールームで保育士を務め、在職中から 3 歳未満児の保育について、DVD や
雑誌、文献でその保育と考え方を発表している。
　筆者は、2018 年 3 月に実際にナーサリールームの保育を見学させていただき、その質の高い
保育の中で育った子どもたちの姿を見て、その根幹をなす思想は何であろうかと考えるに至った。
保育所保育指針において、保育所保育の基本原則、3 歳までの保育について基本的事項や保育内
容、内容の取扱いなどが記述されているが、子どもの生活に即した保育現場の保育はさまざまで
あり、玉石混交である。なにを基本の中の基本原理として考えなくてはならないのか、井桁容子
の考えからそれを明らかにすることが本論の目的である。
1-3-2	 研究方法
　研究目的を明らかにするために、井桁容子の月刊誌「保育ナビ」に掲載された下記の資料を分
析する。「保育ナビ」は、保育現場の主任や園長など指導的立場の保育者向けに発行されている
雑誌である。そこに毎月掲載された事例に対する保育者の専門性という視点からの文章を SCAT
（Steps for Cording and Theorization）の手法を用いて分析する。SCAT の特性は、文章から意
味ある部分を取り出し、その意味や構成概念を見出し、ストーリーラインや理論的記述を行うも
のであり、思想を分析するのに適している。資料１１と１２は、遠藤氏との対談であるため、分
析対象からは外した。
表１　保育ナビ　井桁容子資料一覧
番号 号 テーマ 副題
1 2016年4月号 保育者の専門性って何？ 子どもの行為や心の動きに気持ちを寄せて共感すること
2 2016年5月号 0歳児・心の育ち（1） 他者の心への興味・関心を持つことは0歳児の学びのステップ
3 2016年6月号 0歳児・心の育ち（2） 赤ちゃんはよくわかっている―柔軟な発想力で周囲を見る
4 2016年7月号 0歳児・心の育ち（3） 相手の思いを理解し、自ら脱皮(＝成長）することができる
5 2016年8月号 1歳児・心の育ち（1） 相手の心持ちに応じて、行動することの大切さを学ぶ
6 2016年9月号 1歳児・心の育ち（2）
子どもの内発的な「知りたい」「挑戦したい」気持ちは、想像以上のパ
ワーにつながる
7 2016年10月号 1歳児・心の育ち（3） トラブルは自分の心を見つめるチャンス。解決を急がない保育で
8 2016年11月号 2歳児・心の育ち（1） 「共感」が人の心に起こす不思議な化学反応
9 2016年12月号 2歳児・心の育ち（2） 子ども同士のけんか。当事者も自分がしたことに困っている
10 2017年1月号 2歳児・心の育ち（3） 子どもは大人がつかう言葉を物事の捉え方等を含めて理解している
11 2017年2月号
保育者の専門性を考える
（1）遠藤利彦氏との対談
日本の教育を変えるなら、出発点である乳児保育から。0歳からの自分探
しに応えよう
12 2017年3月号
保育者の専門性を考える
（2）遠藤利彦氏との対談
0歳児で「共感」が充分に育てばその後の保育がスムーズに。答えのない
世界をおもしろがる余裕をもって
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2　分析結果と考察
2-1	 分析結果
　10 件の資料を SCAT の方法を用い分析した。表 2 は資料番号 1 を分析し、理論的記述をまと
めたものである。また表 3 は、10 件の資料の理論的記述部分をまとめたものである。
表２　SCAT分析例（資料番号１）
番号 子どもの年齢 テクスト
テクスト中の語句の
言いかえ
左を説明するような
テクスト外の概念 構成概念
1 8か月と11か月
意外に冷静に私を見て受け入れてくれ
自分のしたいことをし始めました。 冷静に見て受け入れる 子どもの冷静さ
子どもが冷静さをもって
いる（子どもの力）
2 8か月と11か月
ちょっと泣き止んだものの、やっぱり
納得がいかないというように怒ってい
ます。
自分は納得がいかないと
思う
子どもとおとなの思いの
ずれ
大人の思いを感じとり、
自分の思いと異なると
思っている(子どもの力）
3 8か月と11か月
泣いている割には、冷静な判断をして
いる 冷静に判断している 子どもの冷静さ
回りが見えていないわけ
ではなく、冷静に判断し
ている(子どもの力）
4 8か月と11か月
私を受け入れる葛藤がおもしろかった
ですね
葛藤をおもしろがって見
る 子どものおもしろさ
子どもの心の葛藤をおも
しろく思う（子どもにつ
いての発見）
5 8か月と11か月 Kくんの行動はすごいでしょう 行動をすごいと感心する 子どもの力への賞賛
子どものとる行動への賞
賛(子どもの力の発見・賞
賛）
6 8か月と11か月
子どもの行為や心の動きに気持ちを寄
せて共感することが中心にある 気持ちを寄せて共感する 共感の説明
気持ちを寄せて共感する
ことが保育の中心（保育
の方法）
7 8か月と11か月
「子どもってすごいなあ」と心の底か
ら思えることが、尊厳を持って接する
ことの確かな土台となります
すごいと心の底から思う
尊厳をもって接する 尊厳をもって関わる
心の底からすごいと思え
るということが、尊厳を
もって関わることの土台
（保育の方法）
8 8か月と11か月
Kくんなりに思いがあるという信頼の気
持ちをもちながら、単に泣き止まらせ
るという手法を考えることよりも、納
得のいかない思いに共感しつつ、どう
したものかと一緒に考えて気分転換の
方法を探っていく姿勢が、保育者の専
門性
思いがあると信頼する
納得のいかない思いに共
感する
一緒に考えて方法を探る
子どもの力への信頼
子どもなりに思いがある
と信頼するからこそ、納
得がいかない子どもの思
いに共感し、思いをもつ
子どもと一緒に考え、方
法を探る。（保育の方
法）
＜ストーリーライン＞
8か月の子どもであっても、冷静さをもって大人を見て受け入れる。11か月の子どもは、自分の思いと大人の思いがずれていること
を感じ、納得できない。泣いているが周りを見て冷静な判断をし行動する。井桁は、その葛藤のプロセスを新しい発見のようにおも
しろと思い、またそのような子どもの力を賞賛する。子どもの行動や心の動きに気持ちを寄せて共感することが保育の中心であると
考えている。しかし形ばかりの共感でなく、心の底からすごいと思えることが子どもに尊厳をもって接することの土台であると考え
ている。子どもなりに思いがあると信頼するからこそ、納得がいかない子どもの思いに共感し、一緒に考え方法を探る姿勢へつなが
る。
＜理論的記述＞
・子どもの思いや力を信頼する。
・子どもの育つ力・育つ様子を発見し、おもしろがり賞賛する。
・子どもへの信頼に基づき、心の底から子どもの思いに共感することが、子どもに尊厳をもち接することの土台。
・子どもと一緒に考え、方法を探る姿勢が保育者の専門性
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2-2　考察
　理論的記述からキーワードを拾うと、「信頼する」「尊厳」「賞賛する」「おもしろがる」「驚く」「感
心する」などがあげられる。これらは、子どもへの援助の方法論ではなく、子どもおよび子ども
の世界へ向き合う基本的姿勢についてのものである。
１）「おもしろがる」について
　子どもが困った時に葛藤しながらも解決していくプロセスや子ども同士が応じ合い共感しあう
様子をおもしろがって見ている。おもしろいと思えるのはなぜだろうか。今回分析に使用しなかっ
た資料 12 の遠藤氏との対話で、井桁は「すぐに答えの出ないものをおもしろいと思い、保留で
きる余白が大人に必要」と述べている。このような保育者の心もちはどのようにしたらできるの
だろうか。その例えとして、井桁は「今日は食べなくても『やがて食べる』と見通せるとか」と
表３　資料1～10までの理論的記述
資料
番号 理論的記述
1
・子どもの思いや力を信頼する。（子どものもつ力への信頼）
・子どもの育つ力・育つ様子を発見し、おもしろがり賞賛する。（おもしろがる）
・子どもへの信頼に基づき、心の底から子どもの思いに共感することが、子どもに尊厳をもち接することの土台。
（保育の基本）
・子どもと一緒に考え、方法を探る姿勢が保育者の専門性（保育の基本）
2
・子どもの力（見る力、共感力）について発見し、驚く。（驚く）
・子ども同士の関わりを尊重し、おもしろさを発見する。（尊重する）（おもしろがる）
・他児の心への興味・関心などは学び。（子どもの学び）
・子どもの表現や発信が可能な環境、子ども同士の関わりが可能な環境を用意する。（保育の方法）
3 ・子どものもつ力（発見力、想像力、理解力）を信頼する。（子どものもつ力への信頼）・子どものもつ力を発見しおもしろがる。（おもしろがる）
4
　
・子どものもつ力に対して、心から賞賛と感心する。（子どものもつ力への信頼）
・子どものもつ力を信頼する。（子どものもつ力への信頼）
・子どもを赤ちゃん扱いするのではなく、目指すべき姿（素敵な人）を提示する。
5
・子どもは大人が予想しないことを考え、自分で切り抜ける。（子どものもつ力への信頼）
・子どもは共感力をもち、保育者をよく見て参考にする。（子どものもつ力への信頼）
・表面的なことにとらわれず、やがて育つことを意識し見通しをもって対応する。（保育の基本）
6
・子どもは考え工夫する。（子どものもつ力への信頼）
・生活全体に教育の機会がある。（教育の機会）
・学びの個別性（その子どもの特性）を尊重するなかで、学びの種がつくられる。（特性の尊重）（子どもの学び）
・子どもの内発的な知りたがる力は、大人の想像以上の力をもつ。（子どものもつ力への信頼）
7
・心の動きに驚く。（子どものもつ力への信頼）
・トラブルは、子どもの自分の心を見つめる機会となる。（子どものもつ力への信頼）
・他児のその子どもの心への対応により子どもの心が育つ。（保育の方法）
・トラブルは周囲の子どもの心も揺らし、豊かに育てる。（保育の方法）
・トラブルを子どもの心の育ちに活かす。（保育の方法）
8
・共感が子どもの育ちの機会をつくる。（保育の方法）
・共感が子どもに勇気を与える。（共感のもつ力）
・共感が、本物の力を導く。（保育の方法）
・共感が心に不思議な反応を起こす。（共感のもつ力）
9
・子どもは出来事を見ている。（子どものもつ力への信頼）
・子どものやり取りをおもしろがる。（子どもの発見）
・子どもは、自分の状況を捉えている。（子どものもつ力への信頼）
10 ・子どものもつ力に感心する。（子どものもつ力への信頼）・子どもは広く理解している。（子どものもつ力への信頼）
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述べている「見通せる」ということは、発達の知識があるだけではない。やがて子ども自身の力
でそうなると「子どものもつ力」を「信頼する」姿勢が根底にある。
２）子どものもつ力を「信頼する」について
　子どものもつ力を信頼する内容は、資料の中に度々出てくる。理論的記述として取り上げた
34 項目中、これに関する項目は 14 項目を占めている。子どもは大人が思っている以上に理解力、
共感力、発見力、想像力、冷静さ、自尊心、本当の優しさや勇気、自己形成力、好奇心など一人
の人としての力をもっていると信頼している。信頼しつつ、子どもの力がどのように発揮される
か見守り、日々の出来事の中、また新たに子どものもつ力を発見し、驚き、おもしろがっている。
　井桁が資料 12 の対談のなかで、「子どものもつすごさやおもしろさを抽出することが私たちの
喜び」と述べているように、子どものもつ力を信頼し見守ることで、新たな発見が保育者として
のさらなる喜びとなり、この姿勢が保持されている。
３）環境について
　「子どものもつ力を信頼する」で述べたような子どもたちの力は、3 歳未満児の場合、とても
ささやかな形で表現される。そっと見る、そっと手を差し伸べる、立ち止まるなどは、幼児期後
期の子どものように強い意思が込められていれば感じ取りやすいが、ささやかな形は大人には感
じられにくい面がある。しかし、よく見るとそこには 3 歳未満の子どもの思いが表されているこ
とがわかる。また 3 歳未満児は、自らを取り巻く環境に影響を受けやすい。例えば、じっと見て
いても、音楽が鳴り始めれば、そちらに気持ちが動いてしまう。保育者がこのような子どもの特
性や子どもの思いが表現でき、発信できるような環境、また大人が見逃してしまいそうな子ども
同士の関わりが育まれるような環境を用意できることが基盤として必要となる。
４）「尊厳」をもち接するについて
　そして、これらの考えの基底にあるのが、子どもへ「『尊厳』をもち接する」という考えであろう。
井桁は連載の最初である資料 1 で、「保育者の専門性の中で最も大切なことは、子どもの行為や
心の動きに気持ちを寄せて共感することが中心にあることです。保育者自身が『子どもってすご
いなあ』と心の底から思えることが、尊厳をもって接することの確かな土台となります」と述べ
ている。「共感」ということは、保育で常々言われている言葉である。しかし、井桁の「尊厳を
もって接する」という考えは、西隆太朗がいうような津守房江の「子どもへの敬意」「人間的視野」
に通じるものである。井桁が述べているのは、子どもの行為や心の動きへの保育者の共感の根底
にある心もちのことである。ここで問われているのは、共感の根底にある保育者の人間観、子ど
も観、世界観であろう。その点について、さらに熟考する必要がある。
３　まとめと今後の課題
　3 歳未満児の保育で、子どもの日常生活の世話の場面が多いのは事実である。しかし井桁は、
最初の掲載文章資料１で「泣き止まらせることだけに注意を向けることは、保育ではなく”お世
話“」と述べている。3 歳未満児の保育では世話にあたるような場面は多い。しかし世話ではな
く、そこでの子どもの気持ちに共感する。共感を支える基本的考えとして考察であげたような考
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えを井桁はもち、保育をしている。
　多くの保育の場で、子どもの気持ちに共感しようと思って保育をしているであろう。いったい
何が違うのか。それは保育者のもつ「子ども観」ではないだろうか。未熟であると捉えられ、と
かく大人の思いのままに動かされてしまいがちな 3 歳未満児である。そのような時期の子どもに
対する井桁のような「子ども観」をどのようにしたら形成できるのであろうか。大人のもつ子ど
も観は、さまざまな日常生活の中で、無意識のうちに表れる。しかし、無意識のうちに表れるも
のを、意識して変革していくことで、「子ども観」が根付き、考えが伴った大人・保育者の関わ
りとなるのではないだろうか。今後も井桁の文献や資料から、多くの保育者が共有できる保育の
原理をさらに探っていくことがこれからの課題である。
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